


　街に出るな、人に会うな、旅をするな…何と

も味気ないコロナ暮らしがもう1年になりま

す。これだけヒマな時間が増えたのに何をすれ

ばいいのか悩ましい日々の中で、わずかな光明

が「横好き」です。もちろん下手の横好きの意味

ですが、辞書には、上手でもないのに「むやみ

に好きなこと」とあります。

　30歳過ぎから始めたゴルフ、もう40年にな

ります。3密を避け清浄な空気のもとでのプ

レーですからコロナ自粛下でもあまり不安に

駆られずに過ごせます。しかし腕の方はライオ

ンに近くなりました。「百獣の王」つまりスコア

が110に限りなく近づきました。ゴルフは年を

取ってからも上達できる数少ないスポーツと

よく言われますが、私の場合、これは嘘ですね

（笑）。

　長いつきあいで時々コーチしてくれる達人

に近いゴルフ好きの友人が…「筋がいいね、見

込みあるよ」と昔は優しい忠告だったのです

が、最近は厳しくなって「鈍い」「向上心がない」

とほとんど人格否定に近いことを言います。う

るさい！たかがゴルフでそこまで言われること

はないと内心むかつきながら、この1年は、横

好きのゴルフがあって良かったなと思ってい

ます。（もちろん緊急事態の宣言中は自粛して

いますが…）

　もう一つの横好きは音楽です。若い頃から

音楽は好きで、フォークソング、ジャズ、ロック、

歌謡曲（ちあきなおみが大好きです）といった

レコードやＣＤが昔懐かしの気分をくすぐり、コ

ロナ下の無聊を慰めてくれます。しかし最近の

圧巻はクラシック音楽です。７年前に劇場に来

て以来、随分たくさんのナマの演奏やＣＤを聴

くようになりました。ところがかつて馴染んだ

音楽に較べてどの曲も長い！「誰も寝てはなら

ない」と言われても、最初の頃は退屈で「ああ、

私は間違った仕事を選んでしまったのか…」

少々後悔もしたのですが。

　一つの曲を繰り返し聴いているうちに、ジワ

リと響いてくるものを感じだしたのが3～4年

前からでしょうか。コロナ下のこの1年はむし

ろその長さを嬉しく思っています。何しろ聴く

時間がたっぷりできたのですから。これもある

友人からの受け売りですが、世阿弥に「老後の

初心忘るるべからず」という言葉があります。

老後には老後にふさわしい芸を学ぶ初心があ

る、それを忘れずに限りない向上を目指せと

いう意味の様です。まあ向上があるかどうかは

ともかく、70歳近くになってから始めた「横好

きのクラシック」にしばらくはどっぷり浸かっ

てみようと思っています。

巻頭コラムは今号にてひと休みし、新シリーズ
「hello! けんげき」をスタートします！第1弾を裏表紙
に掲載しておりますのでどうぞお楽しみください♪
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